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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ，平成22年11月８日に公表した平成23年７月期（平成22年８月１日 ～ 平

成23年７月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１. 平成23年７月期通期業績予想数値の修正（平成22年８月１日 ～ 平成23年７月31日） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 3,600 100 105 38 13円35銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 3,827 150 160 67  23円55銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 227 50 55 29  

増 減 率            （％） 6.3％ 50％ 52.4％ 76.3％  

（ご参考） 
前期実績（平成 22 年７月期） 

3,272 34 39 15 5円43銭

   

２. 修正の理由 

当期における情報サービス業界は、ソフトウェア投資においては、おおむね横ばい状態にあり本格的

な回復には至っておらず依然として厳しい状況にあります。 

このような環境下、売上高につきましては、システムソリューション事業で、パッケージソフトウェア「ア

ラジンオフィス」の各業種向けの商品力強化による商談単価の向上をはじめ、既存顧客からのシステム入替

需要の堅調に加え、パートナー企業との連携強化等が売上高に貢献しました。また、Web ソリューション

事業における、複数ネットショップ一元管理サービスや企業間EC（Web受発注システム）等のWeb
商材を、「アラジンオフィス」と連携させた独自戦略である「CROSS-OVER シナジー」効果により

受注ボリュームが大幅に拡大したことも要因となり、売上高は計画を上回りました。 
一方、利益につきましても、当期は東京本社移転に伴う特別損失の計上を行ったものの、売上高の増加に



より計画を上回ることとなりました。 

以上のことから、平成 23 年７月期の業績予想につきましては、前回予想に比べ売上高が 3,827 百万円、

経常利益は160百万円、当期純利益は67百万円と上方修正することとなりました。 

 

※ 上記の予想は現時点での入手可能な情報に基づいており、実際の業績は、様々な要因により予想数値と

は異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

 

以  上 

 


